
施工説明書 手すり�
樹脂被覆タイプ／ステンレスタイプ�

�

製品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容にそって正しく取り付けてください。�
取付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。�
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取付け前に、この｢安全上の注意｣をよくお読みの上、正しく取り付けてください｡�

注意�

表　示� 意　味�

�
�

●この説明書では機器を安全に正しく取り付けてい�
　ただき、お客様や他の人々への危害や財産への損�
　害を未然に防止するために、いろいろな表示をし�
　ています。�
　その表示と意味は次のようになっています。�

●お守りいただく内容の種類を、次の�
　絵表示で区分し、説明しています。�

この表示の欄の内容を無視して誤�
った取扱いをすると、傷害又は物�
的損害が発生する可能性があるこ�
とを示しています。�

必ず実行していただく｢強制｣�
内容です。�

分解しないでください。�

注　　意�

注　　意�

安全上の注意� (安全のために必ずお守りください。)                

修理技術者以外の人は絶対に分解したり、�
修理・改造は行わないでください。�
�
故障の原因になります。�

必ず強度のある壁・建築構造体に取り付�
けてください。�
�
土壁・石膏ボード壁などの強度の無い壁に直接取�
り付けると、手すりが外れたり、壁が壊れたりし�
て使用される方が転倒し、けがをするおそれがあ�
ります。�

浴槽等の水まわりに使用される際は、取り付�
ける穴の周囲に必ずシーリング剤を塗布し�
てください。�
�
�

各下地の取付方法をよく読み、十分な下地�
の厚さ、および補強が有ることを確認して�
ください。�
�
下地に十分な厚み・補強がないと、手すりが外れた�
り、壁が壊れたりして使用される方が転倒し、けが�
をするおそれがあります。�

取付け完了後、手すりにガタツキが無いこ�
とを確認してください。�
�
手すりにガタツキがあると、手すりが外れたり、壁�
が壊れたりして使用される方が転倒し、けがをする�
おそれがあります。�

分解禁止�

必ず実行�

必ず実行�

補強�

シーリング剤を塗布しないと、壁裏へ水が侵入し、手�
すりが外れたり、壁が壊れたりして使用される方が転�
倒し、けがをするおそれがあります。�

必ず当社指定の固定金具を使用してください。�
�
当社指定の固定金具を使用しないと、手すりが外れたり、�
壁が壊れたりして使用される方が転倒し、けがをする�
おそれがあります。�
�
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取付け前に�

樹脂被覆タイプの握りバーについて�
●樹脂被覆タイプの握りバー表面に傷を入れると補修できませんので、�
　取扱いには注意してください。�
�
●樹脂被覆タイプの握りバー表面は軟質樹脂のため、製品の梱包材な�
　どが握りバー表面に接すると、握りバー表面にへこみが発生するこ�
　とがあります。その場合は下記要領にて修正してください。�
〈修正方法〉�
ヘアドライヤーにてへこみ部分に２～３分程度熱風を当てる。�
※へこみの程度により熱風を当てる時間が変わりますので、�
　へこみの復元状態を見ながら修正してください。�

注 意�
樹脂被覆タイプの握りバー表面の軟質樹脂に長時間熱�
風を当てないようにしてください。軟質樹脂部が焼け�
たり、変色したりすることがあります。�

�

取付け前の注意�

固定金具（別売品）�

形　状�品　番� 取付方法� セット内訳�

T１１０D３�
（L=７０）�
Ｔ１１０Ｄ１８�
（Ｌ＝１００）�

T１１０D１１�

T１１０D４�

T１１０D２２�

T１１０D１５�
（Ｌ＝７０）�
Ｔ１１０Ｄ１６�
（Ｌ＝５０）�
Ｔ１１０Ｄ２３�
（Ｌ＝３３）�

T１１０D１２�
（Ｐ＝１６０）�
Ｔ１１０Ｄ１３�
（Ｐ＝１８０）�
Ｔ１１０Ｄ１４�
（Ｐ＝２００）�

取付プレート固定�

取付プレート固定�

はさみ込み固定�

はさみ込み固定�

コーチねじ固定�

アンカーボルト固定�

固定箇所：１ヵ所分�
・取付プレート/１枚�

固定箇所：１ヵ所分�
・取付プレート/１枚�
・ボルト･ナット/各４個�
・座金/８個�

固定箇所：１ヵ所分�
・取付プレート/１枚�
・ボルト･パイプ/各４個�
・座金･ナット/各４個�

固定箇所：１ヵ所分�
・コーチねじ/４本�
・座金/４個�

〈固定金具一覧表〉�

固定箇所：上下２ヵ所分�
・取付プレート/１枚�

固定箇所：１ヵ所分�
・アンカーボルト/４本�

●手すりを取り付ける壁に 十分な強度がある ことを確認してください。�
�
● 手すりは屋外や水没する場所には取り付けない でください。�
　  変色や変形のおそれがあります。�

�
●光電センサー付き商品と手すりを組み合わせる場合には、センサー�
　が手すりを感知しないように取り付けてください。�
　  なお、光電センサー付き商品と手すり取付位置は光電センサー付き商品の説明�
　  書又は設計施工資料集などを参照してください。�

�
●取付方法は建物の構造に応じて適切な方法を選んでください。�
　　なお、手すりは、手すり本体と壁（床）の固定金具が別々の品番になって�
　　いますので、壁の構造に応じて別途固定金具をご注文ください。�
　　固定金具必要セット数は「　　固定金具（別売品）」を参照してください。�
　　※掲載以外の取付方法については、当社各支社・支店、営業所へお問い合�
　　　わせください。�
�
�
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〈固定金具及び現場調達部品必要個数一覧表〉�
●床固定のある手すりは床固定用の固定金具はアンカーボルト固定（コンクリート床）の場合で示しています。�
●一覧表内の ※印は現場調達部品です。 工具店、ホームセンター等でお買い求めください。�
　ボルト、パイプの長さは壁の厚みを考慮してご用意ください。各部品の詳細は以下の通りです。�
　　・ボルト・・・Ｍ６ステンレス長ねじボルト　　・座金・・・Ｍ６用座金�
　　・ナット・・・Ｍ６ステンレスナット　　　　 　・パイプ・・・金属製パイプ（φ１３．８ｔ２）�

注１：壁厚が５０ｍｍ以内の場合のみ使用可能です。�
注２：対応可能なトイレブースは厚み４０ｍｍペーパーハニカム、メラミン�
　　もしくはポリエステル化粧合板仕様相当です。�
注３：トイレブースの厚みが３０ｍｍの場合に取付可能です。�
注４：壁仕上げ面の厚みが１５ｍｍ以内の場合は、Ｔ１１０Ｄ２３も使用可能です。�
注５：トイレブースの中に補強木を入れてください。�

・コンクリート下地�
（取付プレート固定）�
・GL工法�
（取付プレート固定）�

・軽量鉄骨下地�
（取付プレート溶接固定）�

・木下地�
（コーチねじ固定）�
・軽量鉄骨下地�
（コーチねじ固定）�

・コンクリートブロック下地�
（取付プレートはさみ�
  込み固定）�

・ＧＬ工法�
（アンカーボルト＋�
  パイプ使用固定）�
　　　　　　　注１�

・コンクリート下地�
（アンカーボルト�
  固定）�

・木下地�
（はさみ込み�
  固定）�

・トイレブース�
（はさみ込み�
  固定）�
　　　　　注２�

・トイレブース�
（コーチねじ�
  固定）�
　　　　　注３�

ー� ー�

ー� ー�

多用途用Ｉ型�

手すり�

　 下地�
（取付方法）�

３�

T１１０D１１×２、T１１０D３×２�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D１１×４�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×２４�

T１１０D１８×２�
※パイプ×８�

T１１０D１１×２�
�※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D３×２� T１１０D２２×２�T１１０D２３×２�T１１０D４×２�T１１０D１６×２�
　　　　　注４�

T１１０D２２×２�
　　　　注５�

T１１０D２２×３�
　　　　注５�

多用途用Ｌ型�
T１１０D１１×３、T１１０D３×３�
※ボルト×１２、※ナット×２４�
※座金×１２�

T１１０D１１×６�
※ボルト×２４、※ナット×４８�
※座金×３６�

T１１０D１８×３�
※パイプ×１２�

T１１０D１１×３�

T１１０D１１×３�

※ボルト×１２、※ナット×２４�
※座金×１２�

T１１０D３×３� T１１０D２２×３�T１１０D２３×３�T１１０D４×３�T１１０D１６×３�
　　　　　注４�

腰掛便器用Ｌ型�
T１１０D１１×３、T１１０D３×３�
※ボルト×１２、※ナット×２４�
※座金×１２�

T１１０D１１×６�
※ボルト×２４、※ナット×４８�
※座金×３６�

T１１０D１８×３�
※パイプ×１２�

T１１０D１１×３�
※ボルト×１２、※ナット×２４�
※座金×１２�

T１１０D３×３�

�

T１１０D４×３�T１１０D１５×３�

多用途用Ｌ型�
（Ｔ１１２ＣＬ４・ＣＲ４）�

T１１０D１１×３、T１１０D３×３�
※ボルト×１２、※ナット×２４�
※座金×１２�

T１１０D１１×６�
※ボルト×２４、※ナット×４８�
※座金×３６�

T１１０D１８×３�
※パイプ×１２� ※ボルト×１２、※ナット×２４�

※座金×１２�
T１１０D３×３� T１１０D４×３�T１１０D１５×３�

�

�

�

ー� ー�

ー� ー�
腰掛便器用Ｐ型�
（T１１２CP１・２�
　T１１３BP１・２）�

T１１０D１２×１、T１１０D３×３�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D１２×２、Ｔ１１０Ｄ３×１�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×２４�

T１１０D１８×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�
�※パイプ×８�

T１１０D１２×１、Ｔ１１０Ｄ３×１�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D３×３� T１１０D４×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�

T１１０D１５×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�

腰掛便器用Ｐ型�
（T１１２CP６・７）�

T１１０D１２×１、T１１０D３×２�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D１２×２�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×２４�

T１１０D１８×２�
※パイプ×８�

T１１０D１２×１�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D３×２� T１１０D４×２�T１１０D１５×２�

ー� ー�

ー� ー�

ー�

ー�ー�

ー�

ー�

ー�ー� ー�

ー�

ー�

ー�

ー�

ー�

ー�

ー� ー�

腰掛便器用Ｔ型�
T１１０D１１×１、T１１０D３×２�
※ボルト×４、※ナット×８�
※座金×４�

T１１０D１１×２、Ｔ１１０Ｄ３×１�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×１２�

T１１０D１８×１�
Ｔ１１０Ｄ３×１�

T１１０D１１×１、Ｔ１１０Ｄ３×１�
※ボルト×４、※ナット×８�
※座金×４�

T１１０D３×２�

T１１０D３×２�

T１１０D３×２�

T１１０D３×１�

T１１０D４×３�

T１１０D４×２�

T１１０D１５×２�

T１１０D１５×１�

T１１０D４×１�
Ｔ１１０Ｄ３×１�

T１１０D１５×１�
Ｔ１１０Ｄ３×１�

�和風便器用�
（T１１２CW１�
　T１１３BW１）�

T１１０D１８×２�

T１１０D１８×１�

※パイプ×８�

※パイプ×４�

和風便器用�
（T１１２CW２�
　T１１３BW２）�

※パイプ×４�
和風便器用�
（T１１２CW３�
　T１１３BW３）�

小便器用�
（Ｔ１１２ＣＵ１・ＣＵ２�
　Ｔ１１３ＢＵ１Ｒ・ＢＵ２）�

T１１０D１２×２、T１１０D３×４�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D１２×４�
※ボルト×３２、※ナット×６４�
※座金×４８�

T１１０D１８×４�
※パイプ×１６�

T１１０D１２×２�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D３×４� T１１０D４×４� T１１０D１５×４�

�



・コンクリート下地�
（取付プレート固定）�
・GL工法�
（取付プレート固定）�

４�

�

ー� ー�
小便器用� T１１０D１４×２、T１１０D３×４�

※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D１４×４�
※ボルト×３２、※ナット×６４�
※座金×４８�

T１１０D１８×４�
※パイプ×１６�

T１１０D１４×２�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D３×４� T１１０D４×４�T１１０D１５×４�（Ｔ１１０ＢＵ１Ｒ・�
　　　ＢＵ２）�

ー� ー�
洗面器用� T１１０D１３×２、T１１０D３×６�

※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D１３×４、Ｔ１１０Ｄ３×２�
※ボルト×３２、※ナット×６４�
※座金×４８�

T１１０D１８×４�
Ｔ１１０Ｄ３×２�
※パイプ×１６�

T１１０D１３×２、Ｔ１１０Ｄ３×２�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D３×６� T１１０D４×４�
Ｔ１１０Ｄ３×２�

T１１０D１５×４�
Ｔ１１０Ｄ３×２�（Ｔ１１０ＢＬ１）�

ー� ー�
壁掛洗面器用� T１１０D１２×２、T１１０D３×６�

※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D１２×４、Ｔ１１０Ｄ３×２�
※ボルト×３２、※ナット×６４�
※座金×４８�

T１１０D１８×４�
Ｔ１１０Ｄ３×２�
※パイプ×１６�

T１１０D１２×２、Ｔ１１０Ｄ３×２�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×１６�

T１１０D３×６� T１１０D４×４�
Ｔ１１０Ｄ３×２�

T１１０D１５×４�
Ｔ１１０Ｄ３×２�

（Ｔ１１２ＣＰＷ）�
（Ｔ１１３ＢＰＷ）�

�

�

�

● 床固定のある手すりは床固定用の固定金具はアンカーボルト固定（コンクリート床）の場合で示しています。�
●一覧表内の ※印は現場調達部品です。 工具店、ホームセンター等でお買い求めください。�
　ボルト、パイプの長さは壁の厚みを考慮してご用意ください。各部品の詳細は以下の通りです。�
　　・ボルト・・・Ｍ６ステンレス長ねじボルト　　・座金・・・Ｍ６用座金�
　　・ナット・・・Ｍ６ステンレスナット　　　　 　・パイプ・・・金属製パイプ（φ１３．８ｔ２）�

ー� ー�

ー� ー�

ー� ー�

ー� ー�

ー� ー�

壁掛洗面器用�
T１１０D１１×２、T１１０D１２×２�
Ｔ１１０Ｄ３×６�
※ボルト×２４、※ナット×４８�
※座金×２４�

T１１０D１１×４、T１１０D１２×４�
�
※ボルト×４８、※ナット×９６�
※座金×７２�

T１１０D１８×６�

※パイプ×２４�

T１１０D１１×２、Ｔ１１０Ｄ１２×２�

※ボルト×２４、※ナット×４８�
※座金×２４�

T１１０D３×６� T１１０D４×６�T１１０D１５×６�（Ｔ１１２ＣＰＷ１）�

ー� ー�
壁掛洗面器用� T１１０D１２×１、T１１０D３×３�

※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D１２×２、T１１０D３×１�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×２４�

T１１０D１８×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�
※パイプ×８�

T１１０D１２×１、Ｔ１１０Ｄ３×１�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D３×３� T１１０D４×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�

T１１０D１５×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�（Ｔ１１２ＣＰ３）�

（Ｔ１１３ＢＰ３）�
�

・軽量鉄骨下地�
（取付プレート溶接固定）�

・木下地�
（コーチねじ固定）�
・軽量鉄骨下地�
（コーチねじ固定）�

・コンクリートブロック下地�
（取付プレートはさみ�
　込み固定）�

・ＧＬ工法�
（アンカーボルト＋�
  パイプ使用固定）�
　　　　　　　注１�

・コンクリート下地�
（アンカーボルト�
  固定）�

・木下地�
（はさみ込み�
  固定）�

・トイレブース�
（はさみ込み�
  固定）�
　　　　　注２�

・トイレブース�
（コーチねじ�
  固定）�
　　　　　注３�

壁掛洗面器用�
T１１０D１１×１、T１１０D１２×１�
Ｔ１１０Ｄ３×３�
※ボルト×１２、※ナット×２４�
※座金×１２�

T１１０D１１×２、T１１０D１２×２�
�
※ボルト×２４、※ナット×４８�
※座金×３６�

T１１０D１８×３�

※パイプ×１２�

T１１０D１１×１、Ｔ１１０Ｄ１２×１�

※ボルト×１２、※ナット×２４�
※座金×１２�

T１１０D３×３� T１１０D４×３� T１１０D１５×３�（Ｔ１１２ＣＰ８）�

ｶｳﾝﾀｰ洗面器用�
T１１０D１１×２、T１１０D３×４�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D１１×４、T１１０D３×２�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×２４�

T１１０D１８×２�
Ｔ１１０Ｄ３×２�
※パイプ×８�

T１１０D１１×２、Ｔ１１０Ｄ３×２�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D３×４� T１１０D４×２�
Ｔ１１０Ｄ３×２�

T１１０D１５×２�
Ｔ１１０Ｄ３×２�

壁掛洗面器用� T１１０D１３×１、T１１０D３×３�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D１３×２、T１１０D３×１�
�※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×２４�

T１１０D１８×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�
※パイプ×８�

T１１０D１３×１、Ｔ１１０Ｄ３×１�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D３×３� T１１０D４×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�

T１１０D１５×２�
Ｔ１１０Ｄ３×１�（Ｔ１１０ＢＬ２）�

�

�

浴室洗い場用Ｉ型�
T１１０D１１×２、T１１０D３×２�
※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D１１×４�
※ボルト×１６、※ナット×３２�
※座金×２４�

T１１０D１８×２�
�※パイプ×８�

T１１０D１１×２�
�※ボルト×８、※ナット×１６�
※座金×８�

T１１０D３×２� T１１０D４×２� T１１０D１５×２�

※浴室入り隅用Ｌ型はコーチねじ（T１１０D１６×３）固定のみとなります。�
　プラグは現場調達していただく必要があります。別途ご用意ください。�
　（他の取付方法は固定ねじがフランジに当たり取付けできません）�
注１：壁厚が５０ｍｍ以内の場合のみ使用可能です。�
注２：対応可能なトイレブースは厚み４０ｍｍペーパーハニカム、メラミン�
　　もしくはポリエステル化粧合板仕様相当です。�
注３：トイレブースの厚みが３０ｍｍの場合に取付可能です。�

�
手すり�

　 下地�
（取付方法）�
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完成図�
※図面は樹脂被覆タイプ、（　）寸法はステンレスタイプＴ１１３型・Ｔ１１０Ｂ型、＜　＞はＴ１１０Ｂ型の場合�

多用途用Ｌ型� 腰掛便器用Ｌ型�

腰掛便器用Ｐ型� 腰掛便器用Ｔ型� 和風便器用�

多用途用Ｉ型�

腰掛便器用Ｌ型�

３００�
４００�
５００�
６００�

８００�
９００�

�

L

壁面�

９０
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＜
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�
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０
�

２０
０
�
７０
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�

L

φ３４�
＜φ３８＞�

φ３４�
φ３４�

壁面�
壁面�

壁面�
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�
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�
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�
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（
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�

φ
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�

φ
８６
�

５００�
７００�

２００�

９０�

９０�

１００�

８００� ２３０�

※図面はLタイプの場合�

※図面はLタイプの場合�
※図面はLタイプの場合�

※図面はLタイプの場合�

※図面はLタイプの場合�

※T１１０BML２・BMR２、�
　T１１２CL２・CR２の場合は　   のみ、�
※T１１３BL２・BR２の場合は　　  です�

φ３４�
＜φ３８＞�

φ３４�

φ３４�

壁面�

壁面�
壁面�

壁面�

床面� 床面�
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（
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φ
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壁面�

φ
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L
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０
� １０
０
�

A

A

A

A

A

A

B

B

B

A B

樹脂被覆�ステンレス�L（ｍｍ）�タイプ�

Lタイプ�

Rタイプ�

T１１２CL T１１３BL

T１１２CR

T１１０ＢＭＬ�

T１１０BＭＲ�

５００�

６００�

T１１３BＲ�

Lタイプ�

Rタイプ�

T１１２CL１�T１１３BL１�

T１１２CR１�

T１１０ＢＭＬ１�

T１１０BMＲ１�
T１１３BＲ１�

樹脂被覆�ステンレス�タイプ�

Lタイプ�

Rタイプ�

T１１２CL２�T１１３BL２�

T１１２CR２�

T１１０BＭL２�
T１１３BＲ２�
T１１０BＭＲ２�

樹脂被覆�ステンレス�タイプ�

Lタイプ�
Rタイプ�

T１１２CL３�T１１３BL３�

T１１２CR３�T１１３BR３�

樹脂被覆�L（ｍｍ）�

T１１２CP６�

T１１２CP７�
５５０�
７００�

ステンレス�L（ｍｍ）�ｌ（ｍｍ）�

T１１０ＢＣ１�

T１１０ＢＣ２�
５５０�
７００�

３００�
４５０�

樹脂被覆�タイプ�

Lタイプ�
Rタイプ�

T１１２CL４�

T１１２CR４�

樹脂被覆�タイプ�

Lタイプ�
Rタイプ�

T１１２CL５�

T１１２CR５�

樹脂被覆� ステンレス�L（ｍｍ）�
T１１２C３�T１１３B３�
T１１２C４�T１１３B４�
T１１２C５�T１１３B５�
T１１２C６�T１１３B６�

７００� －� －�

－� －�
T１１２C８�T１１３B８�

１０００�T１１２C１０�T１１３B１０�

T１１０ＢＭ３�
T１１０ＢＭ４�
T１１０ＢＭ５�
T１１０ＢＭ６�
T１１０ＢＭ７�
T１１０ＢＭ８�

T１１０ＢＭ１�
T１１０ＢＭ２�

５５０�

７００�

樹脂被覆�ステンレス�L（ｍｍ）�

T１１２CP１�T１１３BP１�

T１１２CP２�T１１３BP２�

φ３４�

床面�

壁面�

６０
０
�

φ８４�
（φ８５）�

５００�

６５
�
３１
�

１２
２
�

φ
３４
�

１８
０
�

４００�

紙巻器�
φ８５�

樹脂被覆�ステンレス�

T１１２CW１�T１１３BW１�

樹脂被覆�ステンレス�

T１１２CW３�T１１３BW３�

�
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※図面は樹脂被覆タイプ、（　）寸法はステンレスタイプＴ１１３型・Ｔ１１０Ｂ型、＜　＞はＴ１１０Ｂ型の場合�

和風便器用� 小便器用� 壁掛洗面器用�

壁掛洗面器用� カウンター洗面器用� 浴室洗い場用Ｉ型� 浴室入り隅用Ｌ型�

φ３４�
＜φ３８＞�

＜φ３８＞�
φ３４�

壁面�

壁面� 壁面�６５
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（T１１２CU１のみ）� B（T１１２CU２のみ）�

樹脂被覆�ステンレス�

T１１２CU１�T１１３BU１R

T１１０BU１R

樹脂被覆�ステンレス�

T１１２CU２�T１１３BU２�

T１１０BU２�

ステンレス�

T１１３ＢＷ２�

樹脂被覆�

T１１２ＣＷ２�

※L１０３用車いす・杖使用者兼用�

樹脂被覆� ステンレス�

T１１２CP３�T１１３BP３�T１１０BＬ２�

※杖使用者用�

樹脂被覆�

T１１２CPW１�

※杖使用者用� 注：洗面器用手すり�

樹脂被覆� ステンレス�

T１１２CPW T１１３BPW T１１０ＢＬ１ 注�

�

φ３４�
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壁面�

壁面�

壁面�

６０
０
� ７１
０
�

１０
００
�

２０
０
�

９０
�

φ
８６
�

φ
８６
�

２５０�
６１０�
７００�

９０�

９０�
※ML３０，３２，３４，MQ３４用�

φ３４�

壁面�
床面�

１６
０
�

６９
０
�

φ
８６
（
φ
８５
）
�

φ８４（φ８５）�

７００�
６５０� １５０�
８００�

８５
０
�

A

B

C

樹脂被覆�

T１１２CD６�

樹脂被覆�
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樹脂被覆�ステンレス�

T１１２CP４�T１１３BP４�
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施工の流れ�

●Ｔ１１０ＢＬ１・ＢＬ２・ＢＣ１・ＢＣ２、T１１２CP１・CP２・CP３・CP４・CP８・CPW・CPW１・CU１・CU２及びT１１３BP１・BP２・BP３・BP４・BPWは、�
　所定の形状に仮締めにして組み立て、取り付けた後、本締めをしてください。�
●ねじ・ボルト類が梱包箱に入っていることを確認してください。�

接
続
部
の
接
続
方
式
を
確
認
す
る
。�

ボルト�
方式�

止めねじ�
方式�

施
工
手
順�

Ｐ.９�

コンクリート下地�
取付プレート固定�

取付プレート溶接固定�

取付プレートはさみ込み固定�

取付プレート固定�

アンカーボルト固定�

アンカーボルト＋パイプ使用固定�

コーチねじ固定�

はさみ込み固定�

コーチねじ固定�

木下地�

コンクリートブロック下地�

GL工法�

軽量鉄骨下地�

P.１１参照�

P.１０参照�

P.１２参照�

P.１３参照�

P.１３参照�

コーチねじ固定�

はさみ込み固定�
トイレブース�

P.１２参照�

P.１５参照�

P.１０参照�

P.１２参照�

P.１５参照�

P.１４参照�

手すりの取付け�
止
め
ね
じ
方
式
の
場
合�

手
す
り
の
組
立
て�

参
照�

Ｐ.８�

ボ
ル
ト
方
式
の
場
合�

手
す
り
の
組
立
て�

参
照�

Ｐ.８�

参
照�

接
続
部
の
仕
上
げ�

Ｐ.１６�
参
照�

点
検
項
目�

Ｐ.１６�

参
照�

・多用途用I型�
・多用途用L型�
　（T１１２CL４・�
　　CR４を除く）�
・浴室洗い場用I型�
・浴室入り隅用L型�

上記以外�
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手すりの組立て�

①継手のねじ穴に握りバーのねじ穴�
　が合うように握りバーを押し込む。�
�
②止めねじでしっかり止める。�

③キャップを取り付ける。�
　（T１１３BL３・BR３の場合のみ）�

②ボルトの取付けは「　　完成図中のB部」�
　と同じ要領にて取り付ける。�

①右図の順序のように、ボルトにばね座金、�
　座金を通して、六角スパナにて握りバー�
　同士を仮締めする。�

（２）Ｔ１１２型、Ｔ１１３型�

①右図の順序のように、ボルトに歯付き�
　座金を通して、ドライバーで仮締めする。�

（１）Ｔ１１０Ｂ型�

①継手に座金（大）、握りバーの順序で�
　押し込む。�
　※座金（大）は平面部が握りバーと接する�
　　ように取り付けてください。�

●座金には平面部と曲面部があり�
　ますので、平面部をばね座金側�
　としてください。�
　座金を逆に取り付けると、手すり�
　にゆるみが発生する場合があり�
　ます。（Ｔ１１２ＣＵ１、ＣＵ２の場合�
　は座金は使用しません）�
�
●手すりを取り付ける前に本締め�
　を行わないでください。�
　本締めをした後に手すりを取り�
　付けると、手すりが取り付かな�
　い場合があります。�

＜T１１２型、Ｔ１１３ＢＷ２の場合＞�

＜T１１０Ｂ型の場合＞�

＜T１１３型・T１１２CU1・T１１２CU２の場合＞�

継手�

継手�

握りバー�

握りバー�

握りバー�

握りバー�

握りバー�
ボルト�

ボルト�

ばね座金�

ばね座金�

座金�

ボルト�

ばね座金�
座金�

座金（Ｔ１１３型のみ）�

座金（大）�
平面部�

平面部�

曲面部�

［　完成図の A の場合］� ［　完成図の Ｂ の場合］�

［　完成図の Ｃ の場合］�

キャップには方向性がありますので、�
爪が握りバーの軸方向になるように�
取り付けてください。�

�
�
�

止めねじ方式の場合� ボルト方式の場合�

注 意�
注 意�

T１１３BL３・BR３の場合�

継手�

ねじ穴�

止めねじ�

握りバー�

＜T１１３型の場合＞�

＜T１１２型の場合＞�

＜T１１０Ｂ型の場合＞�

継手�

握りバー�

握りバー�

止めねじ�

ねじ穴�

ねじ穴�

ねじ穴�

ねじ穴�

爪部�

爪部�

爪方向�

爪方向�

キャップ�

�

�

止めねじ�

握りバー�

握りバー�

ボルト�

歯付き座金�

裏面へつづく�

�
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�
施工手順（多用途用I型、多用途用L型（T１１２CL４・CR４は除く）、浴室洗い場用I型、浴室入り隅用L型の場合）�

1.位置決め�
　手すりの取付位置を決め、穴を開ける。�
　　穴開け方法は「　　手すりの取付け」の各取付方法を参照してください。�

2.中間支持部の分解�
　　（T１１２・T１１３型の場合）�
　①継手からボルト、ばね座金、座金�
　　を外し、継手を外す。�
�
　②中間支持部から化粧フランジを�
　　外す。�

T１１３BL・BR・BL１・BR１の場合はいたずら防止のため、化粧フランジが外し�
にくい構造となっていますので、外れない場合は、化粧フランジを回しながら外�
すか、化粧フランジとフランジのすき間にドライバー等を差し込み、壁や化粧フ�
ランジを傷つけないように注意して外してください。�

継手�

中間支持部�

化粧フランジ�

フランジ�

ボルト�

ばね座金�
座金�

化粧フランジを回し�
ながら引く�

化粧フランジ� 化粧フランジ�

ここのすき間にドライバー等�
を差し込む�

フランジ�

3.中間支持部の取付け�
　外した中間支持部を取付け面に取り付け、化粧フランジをフランジに当たるまで�
　押し付ける。�
　　取付方法は「　　手すりの取付け」の各取付方法を参照してください。�

4.接続部の組立て�
　継手と握りバーを組み立てる。�
　　組立方法は「　　手すりの組立」の「止めねじ方式の場合」を参照してください。�

注 意�

6.両端のフランジの取付け�
　握りバー両端のフランジを取付け面に取り�
　付ける。�
　　取付方法は「　　手すりの取付け」の各取�
　　付方法を参照してください。�

5.継手の取付け�
　①継手に中間支持部を差し込み、ボルトに�
　　ばね座金、座金を通して六角棒スパナ�
　　にて締め付ける。�
�
　②取付後にキャップを取り付ける。�

●座金には平面部と曲面部があります�
　ので、平面部をばね座金側としてく�
　ださい。�
　座金を逆に取り付けると、手すりに�
　ゆるみが発生する場合があります。�
●キャップには方向性がありますので、�
　爪が握りバーの軸方向になるように�
　取り付けてください。�

継手�

中間�
支持部�

キャップ�

ボルト�

ばね座金�
座金�

爪部�

爪方向�爪部�

平面部�

曲面部�

爪方向�

両端のフランジ�
を取り付ける�

�

注 意�



１０�

手すりの取付け�

�
�
�

固定金具品番�

現場調達部品�

Ｔ１１０Ｄ３、Ｔ１１０Ｄ１１又は１２、１３、１４�

Ｍ６ステンレス長ねじボルト、Ｍ６ステンレスナット、Ｍ６用座金�

①心出しをした後、φ６．５ｍｍのアンカーボルト用の下穴を約７０ｍｍの深さにあける。　注1・２�
�
②ナットをアンカーボルト上端より２～３ｍｍ程度ねじ込み、取付プレートの取付穴に通して下穴�
　に差し込む。　注３�
�
③アンカーボルトの打ち込みピンをアンカーボルト上端に当たるまで打ち込んだ後、ナットを締�
　め付ける。　注４・５�
�
④取付プレートのボルト穴に、ナットを組んだ長ねじボルトをねじ込み、ナットで締め付ける。�
�
⑤壁仕上げの後、長ねじをボルトの出代が壁仕上げ面より９～１６（手すりがＴ１１０Ｂ型の場合は�
　９～１２）ｍｍになるように調整する。　注６�
�
⑥フランジの取付穴をボルトに通して、ナット、座金で締め付ける。　注７�
�
⑦化粧フランジを仕上げ面に押し付ける。�

コンクリート下地・ＧＬ工法：取付プレート固定の場合�

注 意�
注1：コンクリートに径６．５ｍｍ、深さ７０ｍｍの下穴をあけることのできる適切なドリルを使用してください。ドリルの刃サイズが大きすぎたり、心振れを起こすと取付�
　　プレートの確実な固定ができないことがあります。�

注2：取付プレートの取付位置は、手すり現物で合わせるか、フランジ間の寸法±１ｍｍで固定してください。上記寸法から外れると、手すりがガタついたり、取付けで�
　　きないことがります。�

注3：アンカーボルトのコンクリートへの埋込代は３０ｍｍ以上となるようにしてください。３０ｍｍ以下となると手すりがガタついたり、取付けできないことがあります。�

注4：アンカーボルトの打ち込みピンは必ず上端に当たるまで打ち込んでください。取付プレートがガタついたり、外れたりすることがあります。�

注5：アンカーボルトを打ち込んだのち、穴の周囲にシーリング材を必ず塗布してください。�

注6：長ねじボルトの長さが壁仕上げ面より規定の長さの範囲となるようにしてください。上記範囲から外れると、カバー及び手すりが取付けできないことがあります。�

注7：ナットを強く締めすぎてタイルを割らないようにご注意ください。�

�

コンクリート�

３０以上�

アンカーボルト�

モルタル�

ナット�

※ナット�
ナット�
※ナット�

取付プレート�

※座金� ※座金�

化粧フランジ�

フランジ�

 ９～１６ （９～１２）� ９～１６ （９～１２）�
化粧フランジ�

取付プレート�

アンカーボルト�

モルタル充満�

フランジ�
下穴�

・※印は現場調達部品�
・（　　）寸法はＴ１１０Ｂ型の場合�

※長ねじボルト� ※長ねじボルト�

コンクリート�

石膏ボード�

３０以上�

下穴�

GLボンド�

〈コンクリート下地〉� 〈GL工法〉�

�



１１�

�
�
�

固定金具品番�Ｔ１１０Ｄ３�

①手すりを組み立てる。�
�
②心出しをした後、φ６．５ｍｍのアンカーボルト用の下穴を約７０ｍｍの深さにあける。　注1�
�
③ナットをアンカーボルト上端より２～３ｍｍ（T１１２CW２・３、T１１３BW２・３の棚部は５～６ｍｍ）�
　程度ねじ込み、下穴に差し込む。　注２�
�
④アンカーボルトの打ち込みピンをアンカーボルト上端に当たるまで打ち込んだ後、ナットを締�
　め付ける。　注３、４�
�
⑤ナットを外し、フランジの取付穴をアンカーボルトに通して、ナットで締め付ける。　注５�
�
⑥化粧フランジを仕上げ面に押し付ける。�

コンクリート下地：アンカーボルト固定の場合�

注 意�

注1：コンクリートにφ６．５ｍｍ、深さ７０ｍｍの下穴をあけることのできる適切なドリルを使用してください。ドリルの刃サイズが大きすぎたり、心振れを起こすと取付�
　　プレートの確実な固定ができないことがあります。�

注2：アンカーボルトのコンクリートへの埋込代は３０ｍｍ以上となるようにしてください。３０ｍｍ以下となると手すりがガタついたり、取付けできないことがあります。�

注3：アンカーボルトの打ち込みピンは必ず上端に当たるまで打ち込んでください。手すりがガタついたり、外れたりすることがあります。�

注4：アンカーボルトを打ち込んだのち、穴の周囲にシーリング材を必ず塗布してください。�

注5：ナットを強く締めすぎてタイルを割らないようにご注意ください。�

�
�

アンカーボルト�
ナット�

化粧フランジ�

フランジ�

コンクリート�

３０以上�

下穴�

モルタル�



１２�

固定金具品番�Ｔ１１０Ｄ１５又は１６（木下地・軽量鉄骨下地）、Ｔ１１０Ｄ２３（トイレブース）�

①手すりを組み立てる。�
�
②心出しをした後、下穴をφ４ｍｍのドリルであける。　注1�
　（タイル壁の場合は、タイル部のみ通し穴をφ６．５ｍｍのドリルであけてください。）�
�
③コーチねじに座金を通し、フランジの取付穴よりコーチねじで取り付ける。　注２・３�
�
④化粧フランジを仕上げ面に押し付ける。�

木下地・軽量鉄骨下地・トイレブース：コーチねじ固定の場合�

注 意�
注1：φ４ｍｍの下穴をあけることのできる適切なドリルを使用してください。ドリルの刃サイズが大きすぎたり、心振れを起こすと取付プレートの確実な固定ができな�
　　いことがあります。�

注2：コーチねじをねじ込んだのち、穴の周囲にシーリング材を必ず塗布してください。�

注3：コーチねじを強く締めすぎてタイルを割らないようにご注意ください。�

注 意�
下表に適合した厚みのコンパネ及び補強木を必ず取り付けてください。�
補強木を取り付けないと、手すりがガタついたり、外れたりすることがあります。�

※トイレブースは厚みが３０ｍｍ以上の場合のみ製品が取付けできます。（＊印の製品のみ）�

�

対象製品� コンパネ＋補強木の厚み�

T１１０ＢＭ１・ＢＭ２・ＢＭ３・ＢＭ４・ＢＭ５・ＢＭ６・ＢＭ７・ＢＭ８�

T１１２CL２・CL３・CR２・CR３・CD６�

T１１０ＢＭＬ・ＢＭＬ１・ＢＭＲ・ＢＭＲ１�
＊�T１１２C３・C４・C５・C６・C８・C１０・CL・CL１・CL５・CL６・CR・CR１�

　　　CR５�
T１１３B３・B４・B５・B６・B８・B１０・BL・BL１・BR・BR１�
T１１０ＢＭＬ２・ＢＭＲ２�

T１１０ＢＣ１・ＢＣ２・ＢＵ１Ｒ・ＢＵ２・ＢＬ１・ＢＬ２�

T１１３BP１・BP２・BP３・BP４・BPW・BU１R・BU２・ＢＷ２・ＢＷ３�

T１１３BL２・BL３・BR２・BR３�

１２ｍｍ以上�

３０ｍｍ以上�

６０ｍｍ以上�T１１２CL４・CR４・CP１・CP２・CP３・CP４・CP６・CP７・CP８�
　　　CPW・CPW１・CU１・CU２・ＣＷ２・ＣＷ３　　�

�

�

フランジ�

コンパネ等�
コーチねじ�

フランジ�

フランジ�

コーチねじ�

コーチねじ�

補強木�

軽量鉄骨�

補強木�

コンパネ等�

化粧フランジ�
座金�

化粧フランジ�
座金�

化粧フランジ�
座金�

t０
.８
以
上
� 〈木下地〉�

〈トイレブース〉�〈軽量鉄骨下地〉�

木(補強材)

ペーパーハニカム�

化粧合板�

30以上�

�



１３�

固定金具品番� 固定金具品番�

現場調達部品�

Ｔ１１０Ｄ４�

木下地：はさみ込み固定の場合�

Ｔ１１０Ｄ１１又は１２、１３、１４�

Ｍ６ステンレス長ねじボルト、Ｍ６ステンレスナット、Ｍ６用座金�

コンクリートブロック下地：取付プレートはさみ込み固定の場合�

コンパネ等�

①事前に補強木を取り付ける。　注１�
�
②心出しをした後、ボルトの通し穴を�
　φ６.５ｍｍのドリルであける。　注２�
�
③ボルトを座金とフランジの取付穴に�
　通して、通し穴に差し込む。�
�
④壁裏側に取付プレートを当てがって�
　ばね座金、ナットで締め付けながら、�
　表側よりドライバーで締め込む。　注３�
�
⑤化粧フランジを仕上げ面に押し付ける。�

注1：厚み４５～６０ｍｍの補強木を必ず取り付けてください。�
　　補強木を取り付けないと、手すりがガタついたり、外れたりすることが�
　　あります。�

注2：補強木にφ６.５ｍｍの通し穴をあけることのできる適切なドリルを使�
　　用してください。ドリルの刃サイズが大きすぎたり、心振れを起こすと�
　　確実な固定ができないことがあります。�

注3：ボルトを強く締め過ぎてタイルを割らないようにご注意ください。�

補強木�
座金�

ばね座金�

化粧フランジ�

ボルト�

フランジ�
ナット�

取付プレート�

通し穴�

４５～６０�３０�
  ９～１６ （９～１２）�

①心出しをした後、取付プレート�
　の外側の穴に合わせ、長ねじボ�
　ルトの通し穴をφ８ｍｍのドリ�
　ルであける。　注１�
�
②長ねじボルトを通し穴に差し込�
　み、壁両面に取付プレートを当�
　てがって両側よりナット、座金で�
　締め付ける。�
�
③手すり取付側の取付プレートの�
　ボルト穴に、長ねじボルトをねじ�
　込み、ナットを締め付ける。�
�
④壁仕上げの後、長ねじボルトの�
　出代が壁仕上げ面より９～１６�
　（手すりがＴ１１０Ｂ型の場合は９�
　～1２）ｍｍになるように調整す�
　る。　注２�
�
⑤フランジの取付穴をボルトに通�
　して、ナット、座金で締め付ける。�
　注３�
�
⑥化粧フランジを仕上げ面に押し�
　付ける。�

コンクリート�
ブロック�

モルタル�

※ナット�

取付プレート�

※座金�

化粧フランジ�
フランジ�

通し穴�

※長ねじボルト�

注 意�

注 意�
注1：空洞部をモルタル等で埋める必要はありません。�

注2：長ねじボルトの長さが壁仕上げ面より規定の長さの範囲となるよう�
　　にしてください。�
　　上記範囲から外れると、カバー及び手すりが取付けできないことがあ�
　　ります。�

注3：ナットを強く締め過ぎてタイルを割らないようにご注意ください。�

・※印は現場調達部品�
・（　　）寸法はＴ１１０Ｂ型の場合�



１４�

ＧＬ工法：アンカーボルト＋パイプ使用固定の場合�

�
�
�

固定金具品番�

現場調達部品�

Ｔ１１０Ｄ１８�

φ１３．８（ｔ２）金属製パイプ�

注 意�

�

①手すりを組み立てる。�
�
②心出しをした後、φ６．５ｍｍのアンカーボルト用の下穴を壁仕上げ面より約１００ｍｍの深さ�
　にあける。　注１�
�
③石膏ボードの部分のみ、パイプ埋込用通し穴をφ１４ｍｍのドリルであける。�
�
④金属製パイプをコンクリート下地面に当たるまで挿入し、壁仕上げ面より０．５ｍｍ程度凸にな�
　るようにカットする。�
　※長さが足りない場合は、座金などを差し込んで調整してください。�
�
⑤ナットをアンカーボルトの上端より２～３ｍｍ（T１１２CW２・３、T１１３BW２・３の棚部は５～６ｍｍ）�
　程度ねじ込み、金属製パイプに通し、下穴に差し込む。　注２�
�
⑥アンカーボルトの打ち込みピンをボルトの上端に当たるまで打ち込んだ後、ナットを締め付�
　ける。　注３・４�
�
⑦ナットを外し、フランジの取付穴をアンカーボルトに通して、ナットで締め付ける。�
　※T１１２CW２・３、T１１３BW２・３の棚部は製品同梱の化粧ナットを使用してください。�
�
⑧化粧フランジを仕上げ面に押し付ける。�

注1：コンクリートにφ６．５ｍｍ、深さ約１００ｍｍの下穴をあけることのできる適切なドリルを使用してください。ドリルの刃サイズが大きすぎたり、心振れを起こすと�
　　取付プレートの確実な固定ができないことがあります。�

注2：アンカーボルトのコンクリートへの埋込代は３０ｍｍ以上となるようにしてください。３０ｍｍ以下となると、手すりがガタついたり、取付けできないことがあります。�

注3：アンカーボルトの打ち込みピンは必ず上端に当たるまで打ち込んでください。手すりがガタついたり、外れたりすることがあります。�

注4：アンカーボルトを打ち込んだのち、穴の周囲にシーリング材を必ず塗布してください。�

ナット�

フランジ�

化粧フランジ�

下穴�

３０以上�

GLボンド�

アンカーボルト�

５０以内�
すきま�

コンクリート�

石膏ボード�

※金属製パイプ�

・※印は現場調達部品�



１５�

固定金具品番�固定金具品番�

現場調達部品�

Ｔ１１０Ｄ２２�

軽量鉄骨下地：取付プレート溶接固定の場合�

Ｔ１１０Ｄ１１又は１２、１３、１４�

Ｍ６ステンレス長ねじボルト、Ｍ６ステンレスナット、Ｍ６用座金�

トイレブース：はさみ込み固定の場合�

①手すりを組み立てる。�
�
②心出しをした後、パイプの通し穴をφ１３�
　ｍｍのドリルであける。�
�
③樹脂製パイプを通し穴に挿入する。　注１�
�
④取付プレートのボルト穴に接着剤を塗布�
　し、長ねじボルトを最後までねじ込み、�
　ブース裏側よりパイプの穴にねじを差し�
　込みながらあてがう。�
�
⑤フランジの取付穴をボルトに通し、ナッ�
　ト、座金で締め付ける。（Ｔ１１２ＣＷ２・３、�
　Ｔ１１３ＢＷ２・３の棚部は製品同梱の化粧�
　ナットを使用してください）�
�
⑥化粧フランジを仕上げ面に押し付ける。�

注 意�

注 意�
注1：トイレブースに補強木を入れた場合は、固定金具に同梱のパイプは使�
　　用せずに取り付けできます。�

注 意�
トイレブースは厚み４０ｍｍペーパーハニカム、メラミン及びポリエステル�
合板仕様相当の場合、多用途用Ｉ型、多用途用Ｌ型（Ｔ１１２ＣＬ４，ＣＲ４は除く）�
のみ取付可能です。T１１２CW２・３、T１１３BW２・３はトイレブースの中に補強�
木を入れて取り付けてください。�

 ９～１６ （９～１２）�

４０�

①手すりの固定位置や給排水位置を考慮�
　して、スタットに補強用の軽量鉄骨を溶�
　接する。　注１�
�
②取付プレートのボルト穴に、長ねじボル�
　トをねじ込み、裏側よりナットで締め込む。�
�
③心出しをしながら、補強用軽量鉄骨に取�
　付プレートを溶接する。�
�
④φ１０ｍｍ程度の長ねじボルト通し穴を�
　あけたコンパネをスタットに取り付ける。�
�
⑤壁仕上げの後、長ねじボルトの出代が壁�
　仕上げ面より９～１６（手すりがＴ１１０Ｂ�
　型の場合は９～１２）ｍｍになるように調�
　整する。　注２�
�
⑥フランジの取付穴をボルトに通して、ナ�
　ット、座金で締め付ける。　注３�
�
⑦化粧フランジを仕上げ面に押し付ける。�

注1：軽量鉄骨は肉厚２．３ｍｍ以上を使用してください。手すりがガタつい�
　　たり、取付けできないことがあります。�

注2：長ねじボルトの長さが壁仕上げ面より規定の長さの範囲となるように�
　　してください。上記範囲から外れると、カバー及び手すりが取付けでき�
　　ないことがあります。�

注3：ナットを強く締め過ぎてタイルを割らないようにご注意ください。�

フランジ�

化粧フランジ�
※座金�

軽量鉄骨�

コンパネ�

取付プレート�

※長ねじボルト�

溶接固定�

t２.３以上�

※ナット�

通し穴�

座金�
ナット�

通し穴�

長ねじボルト� 化粧合板�

ペーパーハニカム�

※他の施工方法については、当社各支社・支店、営業所へお問い合わせください。�

取付プレート�

フランジ�
化粧フランジ�

樹脂製パイプ�

・※印は現場調達部品�
・（　　）寸法はＴ１１０Ｂ型の場合�



１６� 再生紙を使用しています。�

取付けが完了した後、次の項目を確認してください。�

接続部�

ガタツキの確認�
手すりにガタツキがないか確認してください。�

接続部はしっかり組み立てていますか？�

「手すりの組立て」参照�

手すりは壁にしっかり取り付けていますか？�

「手すりの取付け」参照�

「接続部の仕上げ」参照�

点検項目�接続部の仕上げ（ボルト方式の場合）�

�①手すりを取り付けた後、ボルトを六角�
　スパナ（Ｔ１１０Ｂ型はドライバー）にて�
　本締めする。�
�
②キャップを取り付ける。�

●キャップには方向性がありますので、�
　爪が握りバーの軸方向になるように�
　取り付けてください。�
�
●T１１２CP４には爪部の脚の長いキャ�
　ップを使用してください。�

キャップ�

ボルト�

爪部�

爪部�

爪部�

爪方向�

爪方向�

Ｔ１１２ＣＰ４の場合�

注 意�
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